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1.1 CoreSaverシリーズとは

CoreSaverシリーズは、企業における膨大なデータを超高速に処理することに特化したリポジトリ製品です。
現在流通小売業を中心に5つの製品ラインナップを備えています。

※リポジトリ製品：標準機能と部品群からなるソフトウェア製品
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CoreSaver BM (Business Management)

業種問わず、KPI管理、管理会計に対応

CoreSaver MDB (Management DashBoard)

企業の業績管理の可視化に対応

CoreSaver CRM/BI

企業の情報分析・顧客管理に対応

CoreSaver Retail AP

アパレルに対応

CoreSaver Retail MD

スーパーマーケット、コンビニエンスストア、
ドラッグストア、ホームセンターに対応する基幹システム

発注

在庫管理

買掛

統合データベース

売上仕入・返品

財務会計連携予算/KPI管理
データ分析
（BI）

ダッシュボード

情報連携

顧客管理

売上・顧客
マトリクス分析

ポイント管理

POS連携ダッシュボード CRM連携MD/AP連携

✓ 変化に強い柔軟なデータモデルをもった業務システム 業務・分類組織変更に関して柔軟に対応できるデータモデルをもった業務システムの実現
✓ 処理性能・拡張性・可用性を念頭にしたミドルウェア環境 大量データの処理性能を保証し拡張性・可用性も担保するミドルウェア機能・機構の実現
✓ レガシーシステムとの協調を保ったスムースな移行 現状のアプリケーション構成から最終形に向けて、スムーズなシステム移行の実現

在庫管理

統合データベース

発注
店間
移動

マーク
ダウン

振分
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1.1 CoreSaverシリーズとは(特に流通業向けCoreSaver Retailの変遷中心に)

⚫ CoreSaver シリーズは数理技研製オンメモリデータベースであるCoreSaverを前提に開発した基幹/情報系ソ
リューションです。CoreSaverの原型は1990年代の前半に、NTTのネットワーク設備構成管理という、従来の
RDBMSではどうしてもできなかった問題を解決するために、完全オンメモリのデータベースとして開発いたし
ました。

⚫ 現在、CoreSaverは、「CoreSaver Solution」として多くの企業様の基幹システムや情報系統合システムに組み
込まれ、進化し続けています。
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創成期
DBLIB

発展期
Version１

次世代期
Version２

1991 2000 2005 2010 2015 2018

• NW設備構成管理

～①流通小売業基幹システム構築～
• 小売業統合データベースの設計/構築
• SM向け基本機能の構築（発注、入出庫在庫管理、特売管理、分析）
• 販売予測の実験（コーザルの取り込み）
• シミュレーション機能の実験（販売・加工計画、LSP）

●「店舗21」市場投入

～③量販店流通小売基幹システムとしてシステム提供～
• 大手SIerとの協業による展開
• NECとの業務提携によるOEC提供⇒DCMSTORE/NeoSarf Retail

～②流通小売情報系機能の拡充～
• 顧客管理
• ポイント管理
• CRM機能 ～⑦CoreSaver Solutionとして統合システム機能を提供～

• CoreSaver Retail MD （基幹）
• CoreSaver Retail AP （基幹：AP)
• CoreSaver CRM/BI （顧客、ポイント管理) 
• CoreSaver MDB           (ダッシュボード)

※④流通小売統合システム
AOKI(アパレル)様にて

MD（AP）機能、顧客/CRM機能、分析BI/DashBoard
の統合機能を実現提供

※⑤金融系仮想通貨取引管理システム
金融仮想通貨業にて、
取引管理機能、顧客管理機能、分析機能

の統合金融取引所機能を実現提供

※⑥経営情報管理（管理会計）システム
大手製薬メーカ様にて
経営予実管理、IFRS連結/配賦、
分析BI/DashBoard

の管理会計、KPI管理機能を実現提供

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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1.2 CoreSaver Solution(1/6)
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CoreSaver シリーズ 開発の主目的
各種基幹システム・情報系システムにおける課題の解決

・データ量の急増等による処理レスポンスへの対応
・データ量のみならず業務・組織等の変化に迅速に対応しうる拡張性、可用性の保証
・ITを取り巻く環境の劇的な変化に追随できる基盤作り

1. 変化に強い柔軟なデータモデル
～業種展開や、業務・分類組織変更に関して柔軟に対応できるデータモデルをいかに実現するか？～

2. 処理性能・拡張性・可用性を念頭にしたミドルウェア環境
～大量データの処理性能を保証し拡張性・可用性も担保するミドルウェア機能・機構をいかに実現するか？～

3. 既存ソフトウェア資産の流用を意識したソフトウェア構成、プログラムリポジトリ
～基幹業務システム・情報系システムを実現するために、既存資産を生かしながら将来を見据えた機能・機構を

いかに実現するか？～

の整備・提供が最重要ポイントと考え設計・構築してきました。

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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1.2 CoreSaver Solution(2/6)

⚫ CoreSaver ソリューションは、シンプルかつ強靭なデータ構造をもつリアルタイムシステムを実現できる設計
思想とプラットフォーム

⚫ CoreSaver は、1991年にFirstバージョンが完成。
2009年には、メモリのみならず、メモリ＋ディスクでデータを管理する拡張性に富んだハイブリッド（Ver.2）
のバージョンUp版が完成している

6
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高速アクセスと堅牢性を兼ね備えるデータベース DataBase

コンセプトを支える設計技術 Design Technique

Concept システム構築コンセプト

Data Processing

投入された情報は直ちに参照でき、また演算処理

されるリアルタイムシステム

Data Storage

現在の情報のみならず、過去の情報も追跡できる

洗い替え等を必要としないシステム

System Brush Up

シンプルなシステム構造により機能変更・拡充は、

迅速かつ安価に実現できるシステム

リアルタイム原則
情報の加工・集計・評価等は要求時に処理し、
按分などの補正を極力最小限にする

正規化原則（One Fact In One Place)
情報はコンパクトに、また強度・柔軟性を高める

意味でも冗長性を排除した設計にする

発生点データ原則（生データ主義）
情報は鮮度を保つためにも発生時点で生のまま
時刻、時間付で蓄積する

メモリアクセス性能を活用した高速性

Core Saver®
オンメモリDBMSの最大の特徴「メモリア

クセス性能」を活用し、従来のRDBMSの

数百～数万倍のデータアクセス性能を実現

NTTの基幹業務で10年間無停止運転を続け

るなど、数多くの導入／稼働実績に基づい

た信頼性を提供

高速なアクセス性能を前提に、データの一

元管理（正規化）が可能。原始データと

ほぼ等価のデータ量でマシンコストを低減

将来的な業務変化によるシステム拡張時は、

原則機能部分（プログラム）の変更／追加

のみ。対応可能な為拡張性も優れている

基幹システムにかかわるあらゆる情報を、
進化・変化に強いデータ構造で蓄積

統合データベースの構築

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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1.2 CoreSaver Solution(3/6) 
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<①Date Processing>

投入された情報は直ちに参照できまた演算処理される

従
来
の
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み

業務Data

業務Data

業務Data

業務機能

業務機能

業務機能

生データ

予算Excel群予算Excel群現場発生情報

予算Excel群予算Excel群現場投入情報

予算Excel群予算Excel群他システム情報

分析や集計など、業務機能側のスピードを担保するため、集計データに対して、
バッチ処理（定量のデータが溜まったら処理）を行い、データをサマリー化している。

バッチ処理して初めて収集データ
が使えるようになる

データの鮮度が低い

分析条件に応じたサマリーデータ
を都度作る必要がある

データ量が膨大に

サマリーデータが増えるほど、
データ構造は複雑に

機能改修コストが増大

バッチ

処理

バッチ処理を挟まずに収集した生の状態のデータを保持。
サマリーデータも保持しないため、過去の生データやリアルタイムデータを好きな角度からいつでも分析することが可能。

バッチ処理不要で常に最新

データがリアルタイム

サマリーデータ化が不要

データ量が最小限

データ構造がシンプル

機能改修コスト削減

業務機能

業務機能

業務機能

予算Excel群予算Excel群現場発生情報

予算Excel群予算Excel群現場投入情報

予算Excel群予算Excel群他システム情報

当
社
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み

生データ
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1.2 CoreSaver Solution(4/6) 

<シミュレーションを可能にするデータ構造>
情報は常に最小単位で保管し、情報には時間履歴をもつマスタ情報と発生時刻をもつトランザクション情報を
組合せて、過去を現在に合わせて自由に取り出し、未来をシミュレートする事を可能とします。
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<②Date Strage>

今だけでなく過去も追跡でき、洗替なくシミュレートできる

業務要件（例）

部門
統廃合

情報は時刻付きで時系列管理。

いつでも好きな切り口を与えて

データを引き出せる

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

X

Y

Z

A
B

C

α

β

マスタマスタマスタマスタ

トランザクション

過去 ／ 現在 ／ 未来
自在にシミュレートできる

データ構造

１階層
上の
組織

組織
マスタ

１階層
上の
組織

１階層
上の
種別

単品
マスタ

１階層
上の
種別持つデータは

常に最小単位のマスタと

その直上との結びつきのみ

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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1.2 CoreSaver Solution(5/6) 

<システムイメージ>

9

<③System Brush Up>
シンプルで変更・拡充が迅速・安価に実現でき、
洗替なくシミュレートできる

マスタ系データベース

[時間付きデータ]

顧客マスタ、社員マスタ

商品マスタ、部品マスタ

店舗マスタ など

売上TR

発注TR入荷TR

利用・取引TR

トランザクション（TR）系データベース
[時刻付きデータ]

入場者TR

製造TR

他システム
インターフェース

分析機能

マーケティング
機能

意思決定支援機能

マスタ管理機能

伝票登録機能

シミュレーション機能

情報と機能の関係

情報には時間履歴をもつマスタ情報と、発生時刻をもつトランザクション情報があり、これらは正規化設計(1Fact 1Place)され、

機能はその情報のまわりに位置づけられる。

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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1.2 CoreSaver Solution(6/6) 

10

要は・・・ CoreSaver Solution とは

データは発生地点で「生データ」をそのまま蓄積する

リアルタイムシステム（投入した情報は直ちに見れる）

シミュレーションシステム（リアルでTry & Errorができ、将来予測もできる）

蓄積したデータに超高速でアクセスする （高速ページめくり＆集計演算する）２

１

３

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.1  CoreSaver Retail MD 全体構成(流通業における統合データベースと機能の関係)

CoreSaver Retail MDは、スーパーマーケット業の本社および店舗で必要とする全ての情報、機能を備えています。
※ただし人事給与・経理(仕訳)のいわゆる基幹システム情報を除く

12

マスター

コーザル

Tran（伝票）

売上（POS）

理論在庫

統合基幹
データベース

1. 発注処理

2. 生鮮系発注

3. 自動発注

②発注管理

会計
売上

本部発注

←発注/受領/支払

支払

マスタ情報
（商品,棚割,企画等）

1. 仕入伝票管理

2. 返品伝票管理

3. 振替伝票管理

4. 廃棄伝票管理

5. 値上下伝票管理

③伝票管理

1. POS連携

2. 売上伝票管理

3. テナント管理

4. 店舗ダッシュボード

④売上管理

1. 在庫計算

2. リアルタイム在庫

3. 棚卸

⑤在庫管理

1. 締処理

2. 照合

3. 相殺金管理

4. 支払管理

5. 各種仕訳連携

⑥買掛管理/会計

1. ユーザ管理

2. 権限管理

⑦ユーザ権限管理

⑧データ連携

ASN/請求→

マスタメンテ

仕訳

1. 組織管理

2. 商品管理

3. 発注条件管理

4. 特売管理

5. 棚割管理

6. その他マスタ

7. 商談

①マスタ管理

伝票入力

店舗発注

伝票入力

棚卸

取引先

本部

本部

店舗様

EDI

POS

⑨統合分析
⑩シミュレーション
⑪予算管理
⑫要員管理

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.2  CoreSaver Retail MD 機能一覧(1/4)
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分類 種別 機能

①マスタ管理

1-1. 組織系マスタ管理
• 企業/店舗/部門

• 括りの柔軟性 （複数企業・店舗群等）

1-2. 商品系マスタ管理

• 共通マスタメンテ（商品属性など）

• 拠点・店舗毎固有情報メンテ（商品属性、取引先属性、店舗属性など）

• 括りの柔軟性 （商品分類等）

1-3. 発注条件/発注パターン管理
• 取引先マスタメンテ

• 発注条件各種マスタメンテ

1-4. 特売管理 • 特売計画（本部/店舗）による特売管理（チラシ、月間、スポット、インストア等）

1-5. その他マスタ • コーザル系マスタ（棚割り、カレンダ、日テーマなど）

1-6. 商談管理機能 • 商品条件、販促情報（含棚割）等の取引先との情報交換・連携機能

②発注管理

2-1. 発注処理

• 発注条件管理（発注条件設定、発注台帳メンテ）

• 店舗発注（OB発注、ＨＴ/PDA発注、生鮮発注）

• 本部発注

• アラーム処理（発注漏れ、過多、コード誤りなどのチェック）

• 発注仮締め

• 発注締め、伝票作成

2-2. 発注勧告、自動発注
• 理論在庫計算

• 理論在庫に基き、補充値/発注評価値から勧告値の算出

2-3. 生鮮系発注 • 市場などの買い付け処理（連動）対応 ⇒ Ex) 市場端末

③伝票管理

3-1. 仕入伝票処理
• ＥＤＩ連携により納品予定データを取得、一括で入荷検品処理

• 単品/伝票ベースでの入荷検品処理（ルートフォローを含む）

3-2. 返品伝票処理 • 単品/伝票ベースでの返品処理

3-3. 振替伝票処理
• 単品ベースでの振替処理（店間、店内部門間／入、出）

• 単品ベースでの振替処理（経費振替）

3-4. 廃棄伝票処理 • 単品ベースでの廃棄処理

3-5. 値下伝票処理 • 単品ベースでの値下処理

3-6. 棚卸伝票処理
• 単品ベースでの棚卸処理

• ＣＳＶファイルなどによる棚卸マスタのデータ連携
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2.2  CoreSaver Retail MD 機能一覧(2/4)

14

分類 種別 機能

④売上管理

4-1. POS連携

• POSへの各種マスタデータIF
⇒商品マスター、特売（バンドル等を含む）情報などのデータ連携

• POSからの速報、確報データのIF（定期間隔のPOS連携、確定POSデータの連携）

4-2. 売上伝票管理

• POS外売上の登録処理

• 売上伝票データの確定処理

⇒金種別データの確定処理など

4-3. テナント管理
• テナント売上に関するIF処理

• テナント売上確定処理

⑤在庫管理

5-1. データ確定

• 入出庫データの速報情報、確定情報の収集管理
⇒障害時などのリトライ処理を柔軟に対応

• 酒税報告などの管理帳票出力

5-2. リアルタイム理論在庫算出
• 入出庫・売上データ収集による商品単位での理論在庫算出 （最低１回/時の算出）

• 生鮮系などカテゴリ単位、金額ベースでの理論在庫算出も考慮

5-3. 粗利算出
• 単品ベースでの粗利算出処理（売価還元法、平均法等）

• カテゴリベースでの粗利算出処理

⑥買掛支払管理

6-1. 支払調整

• 支払調整入力機能

• リベート登録、按分処理

• 支払い締め処理

6-2. 買掛集計
• 取引先毎買掛集計、支払確定処理

• 請求照合処理

6-3. 各種データ連携
• 支払い案内、残高データ（取引先）

• 支払情報（経理）

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.2  CoreSaver Retail MD 機能一覧(3/4)

15

分類 種別 機能

⑦ユーザ権限管理

7-1. ユーザ管理
• ログインユーザ/パスワードの管理

• ユーザマスターの連携（人事システム等）

7-2. 権限管理

• ログインユーザ毎の機能権限ロールの管理（参照・更新権限）

• ログインユーザ毎の参照範囲の管理（分類・組織）

• ログインユーザ所属・職位毎の機能権限ロールの管理（参照・更新権限）

• ログインユーザ所属・職位毎の参照範囲の管理（分類・組織）

⑧データ連携

8-1. EDI連携
• ＥＤＩシステム連携による発注・納品予定データの連携（流通BMS含む）

• 商談関連情報の連携 （XMLなど）

8-2. 店舗システムとの連携

• POSデータ（売上確定情報受取） <最低1回/時の集信を前提>

• POSレシート（売上速報受取）

• 加工データ（加工確定情報受取）

• POSシステム、計量器（マスター関連の連携受け渡し）

• POPシステム（商品情報受け渡し）

8-3. 基幹システムとの連携

• マスター情報（人給システム：社員マスター情報受取）

• 稼動情報（人給システム：社員別稼働状況情報受取） 

• 会計情報（会計システム：売上、買掛支払、経費情報の受け渡し）

8-4. その他 • 天候情報 <Option>

⑨統合分析

9-1. 一般分析

• 入出庫情報（販売、発注、入荷、ロス、在庫など）全てに対応

• 原則的には一覧型、動向型での分析

• MDカタログ（分析条件の保持、次回以降のワンタッチ指示による分析条件の設定）を
具備する

9-2. 定型分析/経営ダッシュボード

（Option)

• 月間・週間・日別で、チェーン全体/部門別/店舗別の切り口での定型分析
⇒ 販売実績、客単価、PI値などの基本情報の意識付け
⇒ 期間、組織の分析間の自由な画面遷移（ドリルダウン）

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.2  CoreSaver Retail MD 機能一覧(4/4)

16

分類 種別 機能

⑩シミュレーション機能
（Option)

10-1. 販売計画
• 店舗/各部門における日々の販売計画（カテゴリ単位、商品単位）を実施する

• 販売計画値は各種業務に連携する（発注、分析など）

10-2. 加工計画
• 店舗/デリカ等における日々の生産計画（商品単位）を実施する

• 加工計画値は各種業務に連携する（発注、分析など）

10-3. 品揃え計画

• 売上傾向などに応じた店舗のクラスタ分類を実施する

• クラスタ毎に重回帰分析を行い、最適な品揃えをシミュレーションする

• 品揃えシミュレーション結果を棚割機能（もしくCSV連動など）に連携する

⑪予算管理

（Option)

11-1.本部予算登録

• 本部による月別/日別、店舗別/店舗部門別の予算登録機能
⇒過去実績の参照、売り上げ、粗利など複数項目予算策定に対応

• 本部による店舗登録予算の承認（内容承認、内容更新）

11-2.店舗予算登録

• 店舗による月別/日別、店舗別/店舗部門別の予算登録機能
⇒過去実績の参照、売り上げ、粗利など複数項目予算策定に対応

• 店舗による月別/日別、店舗別の予想客数登録機能

⑫要員管理

（Option)

12-1.シフト基本情報登録
• シフト作成のための基本情報のメンテナンス

⇒公休基準日、店別要員別のグループ設定
⇒時間帯別必須要員パラメータの設定

12-2.個人シフト情報設定

• 個人別の基本パラメータの設定
⇒勤務パターン、出退勤予定＆時間の設定

• 個人別の希望情報（公休希望、シフト時間変更など）の設定

12-3. WS(ワークスケジュール)
作成

• 勤務予定表の作成

• WSの作成機能（自動設定機能）

• WSの作成機能（手動）

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

商品マスタを一覧で参照します。

• 商品概要を一覧で参照します

• CSVでの登録、出力が可能です

17

(1-1) 商品マスタ一覧画面

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

商品マスタを登録します。
詳細は商品情報のグループごとに分けたタブを切り替えて入力します。

18

(1-2) 商品マスタ登録・修正画面

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

必要な日に必要数量の発注を登録します。

19

(2-1) 店舗発注：納品日基準で発注

店舗発注に有用な
様々な情報を参照す
ることができます

発注画面で発注締め
を確認できます

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

仕入伝票を登録します。

20

(3-1) 仕入伝票登録

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

仕入伝票をCSV出力できます。

21

(3-2) 仕入伝票一覧・CSV出力/登録

CSVで仕入伝票を登
録できます。

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

企画全体の情報を登録します。
（例：特売チラシを登録します。）

22

(4-1) 特売企画登録(1/3)
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

特売企画の商品別情報を登録します。
（例：特売チラシの商品を登録します。）

23

(4-1) 特売企画登録(2/3)

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

特売企画の商品別店舗別情報を登録します。
（例：商品店舗ごとの特売売価などを登録します。）

24

(4-1) 特売企画登録(3/3)
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

本部発注する商品を登録します。

25

(5-1) 本部発注(1/2)

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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2.3  CoreSaver Retail MD 画面サンプル

本部発注する商品の各店舗の発注数を入力します。

26

(5-1) 本部発注(2/2)

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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3.CoreSaver CRM/BI/MDB

3.1 CoreSaver CRM/BIとは

3.2 CoreSaver CRM/BI 分析BI機能

3.3 CoreSaver MDB例

27
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3.1 CoreSaver CRM/BIとは

リアルタイムで集計する生データを、オンメモリデータベースで超高速分析します。
従来何時間もかけていた分析処理時間を、経営戦略や新たな販促施策の検討など、業績向上のために必要な業務に
時間をかけることができます。

28

1億レコードのデータを約1秒で解析する実績をもつ、超高
速の分析処理速度

従来、数時間かけていた分析を秒単位で処理します。
今までできなかったアドホックな分析が可能になり、
より効果的な経営戦略に向けた多彩なデータを得る、
または様々な検証を重ねられる環境が構築できます。

POINT 1

生データを蓄積、自由度の高いシステム

データは収集したレシートデータを、生の状態のまま保有。
サマリー化せず、徹底的に正規化することでデータ量は圧
倒的にコンパクト。企業成長や戦略・業態の変化などに合
わせ、新たな分析軸や機能の追加も簡単に行うことができ
るため、システム改変のコストを最小限に抑えることがで
きる。

POINT２

わずか数秒

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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3.2 CoreSaver CRM/BI 分析BI(マトリクス分析)機能(1/2) 

＜マトリクス分析機能 概要＞
該当の分析項目に沿った専用分析画面ではなく、マトリクス（縦横の表画面）を前提とした分析軸を指定、分析の
絞り込み機能と分析対象項目の指定ができる自由分析機能。

■自由分析(マトリクス)
自由な切り口(軸、絞込条件)で、指定された表示項目を集計・抽出・計算して出力する機能
縦3軸×横1軸まで可能(出力は表形式)

⚫ 軸：
縦、横に並べる表示単位のこと(縦方向に店舗別に並ぶ一覧であれば、縦軸＝店舗)
⇒合計業、小計業の出力オプション、軸に沿ったドリルダウン機能

⚫ 絞込条件：
抽出・集計対象を限定するための条件のこと(期間指定、店舗指定など)

⚫ 表示項目(出力項目) ：
出力結果として表示する対象項目のこと

◇付加機能

• マスター項目付与：
検索軸でその出力項目がマスター項目の場合、マスタの属性値を出力指定することができる

• リスト化：
商品リスト、店舗リスト、顧客リスト 等

• カタログ機能：
分析条件を名前付き保存でき、保存した条件はいつでもワンタッチで呼び出して分析を実行できる
保存したカタログにはパブリック(誰でも利用できる)/プライベート(自分だけ利用できる）がある

◇分析結果の出力方法：

• 画面（Copy & Paste可能）・CSVファイル・Excelファイル
29
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＜マトリクス分析の画面イメージ＞

30

・
・
・

①
期間・店舗などの分析
条件を指定します。

①

③

③
分析条件として指定されている＜縦軸＞と＜横軸＞が
表示されます。

④分析結果が表示されます。

この結果をエクセルにエクスポートすることや、検
索条件をカタログに保存すること、さらに、この検
索結果を引き連れてさらに別の分析を実行すること
ができます。

②
指定した条件で分析を
実行します。

②

3.2 CoreSaver CRM/BI 分析BI(マトリクス分析)機能(2/2) 

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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3.3 CoreSaver MDB(Management DashBoad)例

<店舗ダッシュボード例>
ファーストビューで今がわかる店舗ダッシュボード

31商品別で売れすぎ商品と売れ残り傾向の商品を表示。売場対応の迅速化

画面上部に主要ＫＰＩ値を表示

グラフクリックでより詳細なグラフを表示

重要な客数・売上は時間別推移を可視化

見込表示で、対策を立てやすく アラームで店舗の作業精度アップ

赤は計画に対して売れすぎ、黄色は売れ残り傾向の分類

（これは、部門担当者がログインした場合のイメージ。店長がログインすると、部門が同じように表示される。）

© SURIGIKEN CO.,LTD 
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